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1.はじめに

光源に半導体レ-ザ虹D)を用いて、位相共役光(以

下PCW)を発生させると、 PCWは入射光がたどってき

た経路を正確にさかのぼっていく自動焦点作用によって、

光源であるレーザに「戻り光」としてもどる。この「戻

り光」はIDに不安定性を引き起こし、 LDの発振状態を

マルチモード化させるため、従来は光アイソレータで除

去する必要があった。しかし、リットマン型の光外部共

振器1)を構成することにより、半導体レーザのスペクト

ルや発振波長を制御できる可能性がある。そこで、リッ

トマン型光外部共振器を用いることにより、この「戻り

光」の影響を抑えることができるのではないかと考え、

干渉信号のビジビリティと半導体レ-ザのスペクトルを

測定し、考察をおこなったので報告する。

2.リットマン型光外部共振器の原理

図1のようなリットマン型光外部共振器では、レーザ

から出た光を回折格子に入射させ、その1次光をミラー

により垂直反射させることによりレーザとミラーの間で

光共振器を構成している。この時、反射β。l角は、波長人
と入射βi角の関数となり、式(1)で表される。

また、半導体レーザの発振波長はブロードな特性をも

つので、 1次光の反射角はその波長に応じて変化する。

式(2)に示すように、ミラーを回転させ、その反射面

に対する特定の角度(βd+△∂d)で反射してきた光が
垂直になると、その波長(A+△入)の光のみがレーザ

に戻る。これにより、特定の波長で光共振が起こる。

3.実験装置の構成

図3に実験装匿の構成を示す　LD (光出力5 0mW,

発振波長6 8 5n皿)から出射した光をレンズにより平行

光にし、ビームスプリッタ1 (BSDを通してプレーズ

ド回折格子に入射させる。回折格子で発生した1次回折

光を利用してリットマン型光外部共振器を構成し、 M2

により光共振状態とする。また、回折格子の0次回折光

を自己励起型位相共役鏡(以下SPPCM)に入射L PCW

を発生させると、 LD -SPPCM間で光共振器が構成でき

る。それぞれの場合において、 BS3から直接のレ-ザ光

を取り出しスペクトルアナライザによりレ-ザの発振ス

ペクトルを測定した。 BSlで取り出した光は,トワイマ

ン・グリーン型干渉計に入射し、 PZTを周波数1 kH

zの正弦波で駆動させてフォトダイオード1伊Dl)で

干渉信号を観測した。リットマン型光外部共振器の回折

格子には、プレーズド回折格子(格子周波数1 2 0 0本/

mm)を用いた。

4.実験

実験I :リットマン型光外部共振詑において、ミラーを0

- 1.25×10-　♭ad]づつ回転させていき、その時のレ-

ザのスペクトル変化を測定した。
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実駿E :図3の実験装置において、以下の状態によりPD

lで観測した干渉信号のビジピリティとレーザ光のスペ

クトルを同時に測定した.

①光外部共振器のみを用いた状態

②pcwを発生させたのみの状態

③光外部共振器とPCWの発生を同時に用いた状態

(③では、初めPCWを発生させたあとに光外部共振器

を入れ測定を行った。 )

実験Ⅲ :トワイマン・グリ-ン型干渉計からの戻り光が

レーザ光源に入射し、初めから干渉信号のピジビリティ

が低下している状態で実験Ⅱと同様の実験を行った。

5.椿果
実験I :リットマン型光外部共振器においてミラーを回

転させていったときのグラフを図4に示す。この時、ミ

ラーを回転させることによってレ-ザ光の発振スペクト

ルのど-クがシフトしていることが,図4よりわかる。

実験Ⅱ :通常の状娘での干渉信号のピジピリティは4 7.

5【瑚、 ①の時は5 6. 5【%】、光外部共振器によってピ

ジビリティが改善された事がわかる。 ②では1 3. 5【%】

となり、 PCWの戻り光によりコヒ-レンシーガ劣化しピ

ジピリティが減少している。 ③では光外部共振器を入れ

た直後には、光外部共振器の影響でレーザスペクトルが

シフトするため5 6. 5【%】と一時的にビジビリティが向

上する。しかし、時間が経つにつれピジビリティが変化

し、干渉信号が安定した状態ではPCWの影響が再び強

くなるためピジビリティは1 2. 2【%】と減少する。また、

その時のレ-ザスペクトルのグラフを図5-8に示す。

実験Ⅲ :通常の状態での干渉信号のビジビリティは2 0.

0【%】(∑)の時は6 3. 3【%】で、光外部共振器によってピ

ジピリティが改善されている。 ②では6 0. 6【%】となっ

た。 PCMとLDとの間で生ずる光共振によって干渉計か

らの戻り光の影響が緩和され、ビジピリティが改善され

たのだと考えられる。 ③では6 3. 3【%]となり、 (丑と同

じ値となっている。これより、光外部共振音g・の影響が

PCWより弓釦1ことがわかる。

6.まとめ

リットマン型光外部共振器を構成した時、 PCWを発生

させた時、またその両方を用いた時においてのレーザ光

のスペクトルを観測した。 PCW発生時における半導体レ

ーザのマルチモード化を.光外部共振器を用いることに

よって改善することはできなかった。
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